
交流会レポート

これからの「はたらく」を考える

はたらくって
どんな感じだろう？

学生時代は
何を学んだ方が
良いだろうか？ 若者と
企業リーダーとの

令和７年度岡山県人材還流・定着プロジェクト事業
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OICE参加企業の

日常的なコミュニケーションを大切にしています

#大家族主義#DX化

若者が望むアットホームな現場を目指して
　交流会で「何を重視して会
社を選びますか」と質問した
ところ、「まずは休みの日数
を確認します」や「しっかり
ワークライフバランスが保て
るかが大切」という声が多く、

「休みの多さ」だけではなく、
「オンとオフの切り替え」を

重視していることがわかりま
した。当社は年々休日数を増
やしており、学生のニーズに
は合致しています。一方で私
は、一日の大半を占める仕事
を「単なる労働」として切り離すのはもったいないと感じています。むしろ仕
事そのものを楽しみ、人生を豊かにする時間にしてほしい。そのことも交流会
で聞いてみたところ、「それは確かにそう思う！」というポジティブな反応を
もらいました。この手応えを糧に、「仕事を楽しめる環境づくり」を加速させ
ます。そのための取組が、毎日15時の「もぐもぐタイム」です。全員でお菓
子を囲み、仕事の進捗から雑談まで共有するこの時間は当社の大きな魅力です。
また、社員の提案で始まった月一度の誕生日会では、全員でケーキを食べて祝
うなど、家族のような温かい恒例行事となっています。
　私が理想とするのは、出光佐三氏が掲げた「大家族主義」です。組織が拡大
しても、社員を家族として大切にする精神やアットホームな雰囲気を保つこと
が重要であり、そのためには社内コミュニケーションの活性化こそが、社員の
幸福と定着につながると、交流会を通じて確信することができました。

働きやすさと売上の両立のために
　学生が望んでいるプライベートの充実を図るために「残業ゼロ」を掲げ、
17時過ぎの退社を徹底しています。残業代は１分単位で支給し、始業前の出
勤もカウントしていますが、減収を防ぐため基本給の底上げを行いました。 
生産性向上の鍵は徹底した DX 化です。２月から NotebookLM を導入しまし
た。15,000点の在庫場所を iPad で即座に検索可能にします。また、今年から
１日を「45分集中・15分休憩」の時間割に分ける徹底した時間管理を導入し、
Google カレンダーで可視化しています。IT 化で「探す・迷う」時間を削減し、
社員が本来の業務に集中できる環境を整えることで、仕事量の増加にも効率的
に対応し、働きやすさと売上の両立を目指します。

進路選択の変化、
社員が定着していくには？
参加のきっかけ
　当社は、「世のため・人のため・地域のため
に貢献する」ことを使命として社員・お客様・
会社の幸せを追求してまいりました。これまで
は高卒の方を採用してきましたが、高卒就職
者の減少に伴い、今後は短大・専門学生や大
学生の採用に力を入れる必要性を感じており、
学生へのアプローチの仕方についてヒントを得
たいと思い、今回の交流会に参加しました。

交流会での気づき
　交流会に参加して、今の学生世代に対する

「先のことは考えていないのではないか」と
いうネガティブな印象が、「進路を非常に真
剣に考え、未来をしっかり見据えている」と
いうポジティブな印象に変わりました。今回、
多くの前向きな学生と接することができて、
本当に良かったと感じています。
　社内で共有し、当社の課題は「認知度の低さ」
だと気づき、交流会への参加や SNS での発信
によって当社の魅力を広めていきたいです。

有限会社三協鋲螺�
■所 在 地：玉野市長尾 1588 - 27
■設　　立：昭和 47 年７月
■従業員数：11 名（2025 年時点）
■事業内容：�各種ボルトナットねじ類の販売・製

造、製造現場の周辺品の販売等

有限会社三協鋲螺
代表取締役　宮脇 信行 さん

 人生が心から豊かになれる 
 職場環境づくり 

毎日15時の「もぐもぐタイム」
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OICE参加企業の

半年に一度面談を行っている

#マニュアル・分業化#組織改革

ピラミッド組織から“担当制へ”
　交流会で、「リーダーや
管理する立場になりたい
か」を聞いてみました。そ
の結果、４名中３名が「人
の上に立つのは自信がな
い」、「仕事が増えそう、大
変そう」など、否定的な考
えを持っていました。さら
に深掘りすると、様々な価
値観がある中で、「自分の
得意なこと、好きなことを
生かしたい」という思いを
持つ学生が多いことに気づきました。この気づきから、若手社員の定着や働き
やすさを考える上で、従来の役職を軸にしたピラミッド型組織から担当制への
組織改革に着手したいと考えています。
　一般的に現在の組織では、長年勤め、専門的な技術を磨いて評価され、役職
に就くケースが多く見られます。しかし、専門性の高さとマネジメント能力は
必ずしも一致しません。一方で、専門分野は限定的でも、周囲の意見を引き出
し、まとめる力に長けた人材もいます。そこで当社では、個々の強みを生かす

「役割担当制」を導入し、できるだけフラットな組織づくりを構想しています。
同じ部署内で「売上数字管理」「顧客案件の運用管理」「保守管理」などを明確
に分担することで、チーム全体の力を高めることを目指しています。
　実現するための今後の課題として、社内スタッフに想いを共有する事の難し
さがあります。また担当制にした際、役職手当はどうなるのかという点も今後
の検討事項です。

マニュアルとアシスタントで円滑な業務効率に成功
　この考え方は現場改善にも生かされています。未経験者には難しいとされる
印刷機オペレーター業務においても、社内のマニュアル整備や社外研修に参加
し、未経験者が安心して成長できる環境を整えました。印刷業界は営業担当に
裁量権と負担がかかることが多いのですが、当社では営業担当の負担を減らす
ために「営業アシスタント」という役割をもったスタッフが数名います。受注
済みの案件は営業アシスタントに任せることで、営業担当は新規の案件受注に
専念でき、営業効率が高まります。また、総務スタッフが電話を受けた際も、
受注仕様書という当社オリジナルの用紙をもとにやり取りをするので、その後
の営業スタッフの作業がかなり楽になっています。その成果として、営業スタッ
フを含め残業時間はずいぶん緩和されました。

人事評価制度にて互いの想いを共有
　当社では人事評価制度を採用しており、半年に１回直接面談をしています。

自己評価と経営サイドの評価点数
を照らし合わせた最終的な点数の
一部を賞与として反映します。現
職を否定するものではないという
前提を大切にしながら、人事評価
制度による対話を通じて、納得感
のある組織づくりを進めていきま
す。

次世代の価値観から考える、
これからの組織づくり
参加のきっかけ
　昨今の若い方の働き方の価値観として、「役
職を望まないのでは」という疑問を日頃から
抱いており、それを確かめるために交流会に
参加しました。

交流会での気づき
　実際学生に聞くと、多くの方が自信のなさ
や適性面を理由に役職につきたくないという
意見が多く、私は確証を得ました。
　交流会に参加し、得意分野を生かすフラッ
トな組織づくりの必要性を再確認できたこと
から、この想いを共有するため部門長と面談
しました。次の世代につなげていくためにと
いう点で共感は得ることができましたが、ま
だまだ実現するためには解決すべき課題があ
ります。当社を永続的に存続させるために、
採用と定着にもっと力を入れていかなければ
ならないので、世代に合った組織づくりに取
り組んでまいります。

株式会社玉島活版所�
■所 在 地：倉敷市船穂町船穂 2095 番地11
■設　　立：明治 39 年 4 月
■従業員数：22 名（2025 年時点）
■事業内容：�印刷、製本、出版、WEB 製作、ITセ

ミナーの開催、動画編集

株式会社玉島活版所
代表取締役社長　原　 絢子 さん

 若手が働きやすい職場へ改革を 

役割による担当制の導入を目指す
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OICE参加企業の

細かな改善も経営計画書を基に意思決定していく

会社だけでなく、地域の暮らしも併せて発信していく

#地域で生きていく#魅力自己発信

新しい時代も「不変の真理」で“ブレない”会社づくり
　交流会では「企業の情報を
SNS で検索して得ています」

「いろんな SNS を使い分けて
調べています」という声が多
く、デジタル活用の重要性を
痛感しました。新期からは採
用特化の HP や SNS の始動な
ど、IT という「武器」を備え
る計画です。これらは経営陣
が一方的に進めるのではな
く、若手社員の感性を信頼し
て任せることで、未来のパー
トナーに響く広報を目指します。また、様々な媒体で様々な角度から会社の情
報を調べ、「この会社に人生を委ねられるか」を真剣に見極めようとする学生
たちの姿勢に学び、理念の浸透と環境整備を加速させると同時に、工場の刷新
や休憩室の改装も「物心両面の幸福」というフィロソフィーに基づき進めてい
ます。学生たちと話す中で、働き始めた将来を想像してもらい、社員同士のコ
ミュニケーションについての価値観も聞いてみました。その中で、「人間関係
にストレスを感じず、仕事に集中できる関係がいい」という声が印象的でした。
そこで２月から若手対象のランチ
ミーティングを開始し、対話の場
づくりを徹底するとともに、さら
に評価制度や働き方の柔軟な検討
も進めています。AI 導入も本質は

「温かみのあるコミュニケーショ
ン」を最大化するためのものです。
不変の真理である理念を軸に、変
化を恐れず挑戦する方向性を明確
に描くことができました。

「立地のハンデ」を「秘められた魅力の発信」に
　岡山と津山の求人倍率の差を実感し、地域での採用には母数の確保以上に、
ターゲットを明確にする「言語化」と「発信」が不可欠だと痛感しました。私自身、
埼玉から移住した経験から、岡山の「大きすぎず、深いつながりが持てるジャ
ストサイズ感」は大きな魅力だと実感しています。「岡山で働くってどう思う？」
という質問に対して、「ライフスタイルが気になる」という声が多くあったこ

とから、会社のことだけでなく、
移住者や若者がそこで生きていく
姿をイメージできる「生活の解像
度」をセットで届けることが、ミ
スマッチを防ぐと思いました。地
域での豊かな暮らしと当社の魅力
を発信し、地元を愛する新たな風
を運ぶ方と出会いたい。交流会を
通じ、地域と共に歩む採用の可能
性を発見できました。

学生は私たちの先にいる。
「探しに行く努力」
参加のきっかけ
　当社は、2026年に創業70周年を迎えるに
あたって、次世代を担う新卒採用を本格化さ
せたいと考えています。しかし、本社が県北
の津山にあるという立地のハンデや、社屋・
工場の老朽化、さらに SNS 等の発信不足と
いった「若者に選ばれるための土台」が整っ
ていないことが大きな課題でした。今回の交
流会に参加したのは、今の学生のリアルな視
点に触れ、採用のヒントを得るためです。実
際に接してみると、自分たちが若者に対して
抱いていたネガティブな偏見は払拭され、夢
に向かって熱く行動する学生の姿に強い衝撃
を受けました。自社の認知度不足を痛感する
と同時に、若い感性を信じて「自ら探しに行
く努力」が必要だと確信でき、変革への覚悟
が決まる非常に実りある機会となりました。

晃立工業株式会社�
■所 在 地：津山市草加部 1147
■設　　立：昭和 44 年２月
■従業員数：12 名（2025 年時点）
■事業内容：�粉砕機の開発・製造・販売、粉砕機

部品の販売、設計・製作

晃立工業株式会社
常務取締役　福廣 早代 さん

 不変の「経営理念」で 
 改革も、地域活性も 

新しく導入したランチミーティング（２月２日実施）
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